
表紙掲載 裏表紙掲載

環境省　環境報告ガイドライン（2018年度版）による項目

第１章　環境報告の基礎情報 ７．長期ビジョン ２．水資源

１．環境報告の基本的要件 （１）長期ビジョン （１）水資源投入量

（１）報告対象組織・対象期間 表紙の裏 （２）長期ビジョンの設定期間 1～9・56 （２）水資源投入量の原単位 57・59
（２）基準・ガイドライン等 64 （３）その期間を選択した理由 （３）排水量

（３）環境報告の全体像 表紙の裏 ８．戦略 （４）事業所やサプライチェーンが水ストレスの高い
２．主な実績評価指標の推移 （１）持続可能な社会の実現に向けた 1～9・56

     地域に存在する場合は、その水ストレスの状況

（１）主な実績評価指標の推移 54～59      事業者の事業戦略 ３．生物多様性

第２章　環境報告の記載事項 ９．重要な環境課題の特定方法 （１）事業活動が生物多様性に及ぼす影響

１．経営管理者のコミットメント （１）事業者が重要な環境課題を特定した際の手順 14～15 （２）事業活動が生物多様性に依存する状況と程度

（１）重要な環境課題への対応に関する 1～7・16
（２）特定した重要な環境課題のリスト 17 （３）生物多様性の保全に資する事業活動 26～29 

48     経営責任者のコミットメント （３）特定した環境課題を重要であると判断した理由 （４）外部ステークホルダーと協働の状況

２．ガバナンス （４）重要な環境課題のバウンダリー ４．資源循環

（１）事業者のガバナンス体制

14～16

１０．事業者の重要な環境課題 （１）資源投入量（再生不能・再生可能）

54～59
（２）重要な環境課題の管理責任者 （１）取組方針・行動計画 16 （２）循環利用材の量

（３）重要な環境課題の管理における （２）実績評価指標による取組目標と取組実績 17，56 （３）循環利用率（＝循環利用材の量/資源投入量）
     取締役会及び経営業務執行組織の役割 （３）実績評価指標の算定方法・集計範囲 （４）廃棄物等の総排出量・最終処分量

３．ステークホルダーエンゲージメントの状況 （４）リスク・機会による財務的影響が大きい ５．化学物質

（１）ステークホルダーへの対応方針 8～11 
34～37
42～53

     場合は、それらの影響額と算定方法 （１）化学物質の貯蔵量・排出量・移動量・
58～59

（２）実施したステークホルダーエンゲージメントの概要 （５）報告事項に独立した第三者による保証が      取扱量（使用量）

４．リスクマネジメント      付与されている場合は、その保証報告書 ６．汚染予防

（１）リスクの特定、評価及び対応方法
14～15 

44

参考資料 （１）法令順守の状況 54～59
（２）上記の方法の全社的な （１）温室効果ガス排出

54～56 
59

（２）待機汚染規制項目の排出濃度、 58～59     リスクマネジメントにおける位置づけ      （スコープ１，スコープ２，スコープ３排出量）      大気汚染物質排出量

５．ビジネスモデル （２）温室効果ガス排出原単位 （３）排水規制項目の排出濃度、水質汚濁負荷量

（１）事業者のビジネスモデル 1～7・12～13 （３）エネルギー使用量の内訳及び総エネルギー使用量 （４）土壌汚染の状況

６．バリューチェーンマネジメント （４）総エネルギー使用量に占める
（１）バリューチェーンの概要      再生可能エネルギーの使用量の割合

（２）グリーン調達の方針、目標・実績 57
（３）環境配慮製品・サービスの状況

記載ページ 記載ページ 記載ページ

東海国立大学機構
経営企画部経営企画課

若
わかはら

原 静
しずえ

映 さん

岐阜大学と名古屋大学のキャンパス、全体の色調、文字(Tokai、
Gifu、 Nagoya)は、東海国立大学機構として岐阜大学・名古屋
大学が連携して進めていくことを、岐阜•愛知県をかたどったペ
ン先と地球を模した空、ルリビタキ、クローバー、文字から伸び
る飾り線は、東海国立大学機構の環境に関する取組が、安心
で平和な世界が未来に続いていくことを表現しました。

名古屋大学 環境安全衛生管理室 　富
とみた

田 賢
けんご

吾 さん

「東海から未来へ」 
東海国立大学機構長、名古屋大学総長、岐阜大学学長が手を取
りあい、地球の環境を考え、未来へ進んでいくイメージをイラス
トにしてみました。

名古屋大学 工学部マテリアル工学科４年　上
うえの

野 友
ゆうき

綺 さん

人々が環境とともに安心できる未来を歩んでほしいという想いを
込めてこのイラストを作成いたしました。こちらを向いて待ってい
る精霊（自然環境のイメージ）が私たちの目を惹きつけて、ともに
明るい森の先（未来）へ進んでいこうという作品です。また、若い
学生にとっても親しみやすいデザインかと思われます。

優秀賞大　賞

編集委員長 
名古屋大学環境安全衛生管理室 准教授 林　瑠美子

副編集委員長 
岐阜大学工学部 教授 櫻田　　修

統括環境管理責任者 
応用生物科学部 教授 八代田　真人

副統括環境管理責任者 
工学部 教授 小林　智尚

名誉教授 長谷川　典彦

自然科学技術研究科修士課程２年 上村　岳斗
自然科学技術研究科修士課程１年 中藤　　駿※１

自然科学技術研究科修士課程１年 山口　優菜
自然科学技術研究科修士課程１年 城戸　慶太郎
自然科学技術研究科修士課程１年 土田　涼太
自然科学技術研究科修士課程１年 森田　有優奈
自然科学技術研究科修士課程１年 桑原　佑騎
地域科学部４年 伊藤　丈流※１、※２

工学部４年 榊原　優花
工学部４年 市川　将伍
工学部４年 有馬　豊大
工学部４年 杉浦　花歩
応用生物科学部４年 都築　春伸※１、※３

応用生物科学部４年 只井　遥菜
地域科学部３年 髙須　啓太※３

工学部３年 坪田　彩奈
応用生物科学部３年 豊川　雛衣※１

応用生物科学部３年 柳田　千穂
応用生物科学部３年 吉田　和真
工学部２年 片山　義章※１

応用生物科学部２年 高城　和佳※１

応用生物科学部２年 田中　ひなた※１

応用生物科学部１年 岡　　優希※１

応用生物科学部１年 CAO SHANSHAN

生命農学研究科博士後期課程３年 岡本　卓哲
環境学研究科博士後期課程１年 平　春来里
理学部４年 王　　愛里　※４

文学部３年 高見　　光　※４

工学部３年 馬渕　　晴　※５

情報学部２年 宮本　空弥　※５

医学部２年 井口　沙也妃※５

工学部２年 中尾　拓人　※５

工学部２年 大谷　俊介　※５

工学部２年 下出　昇虎　※４

農学部２年 中村　拓海　※４

農学部２年 谷内　桂子　※４

環境安全衛生管理室　教授 富田　賢吾
環境安全衛生管理室　准教授 原田　敬章
施設・環境計画推進室　教授 田中　英紀
農学部・生命農学研究科 教授 山崎　真理子
未来社会創造機構
マテリアルイノベーション研究所 助教 萩尾　健史

東海国立大学機構　環境報告書２０２２　編集チーム

編集後記

教員編集委員 学生編集委員

岐阜大学

岐阜大学

名古屋大学

名古屋大学

印刷・デザイン　サンメッセ株式会社

東海国立大学機構として2冊目の環境報告書を発行することができました。今年度の環境報告書では、機
構長と、2022年4月に新しく就任した岐阜大学学長、名古屋大学総長によるトップ鼎談、表紙を飾る作品の
公募などの新企画を盛り込み、また、学生さん達の相互交流をより進めたつもりです。

編集チームでは、「手に取って読んでもらえる環境報告書」を目指し、特に高校生や大学生などの若年層に
も読んでもらうことを意識して、多くの学生に編集に参加してもらい、学生の目線での記事を執筆してもらっ
ています。

編集を通して、改めて、たくさんの人々が相互に対話し、理解しあうことができたと実感しています。執筆
や意見交換など、環境報告書の編集に快く協力してくださった学内外の多くの皆様に心より感謝申し上げま
す。この環境報告書が今後もコミュニケーションツールとして活用されることを願っています。

（編集委員長　林　瑠美子、副編集委員長　櫻田　修）

※１ 環境サークル G-amet所属	 ※２ 緑化研究会 three trees所属
※３ 生協学生委員会(GI)所属 	 ※４ 環境サークル Song of Earth所属
※５ 名大祭本部実行委員会 環境対策部所属 

　東海国立大学機構環境報告書は、本機構の環境に関する幅広い取組を　本機構
の構成員はもちろん、中高生など若い世代や近隣地域にお住まいの方など多くの方
に知っていただくことを目的として作成しています。このたび東海国立大学機構とし
て初めて岐阜大学、名古屋大学の学生および教職員に表紙作品の公募を行い、多数
の素晴らしい作品の応募が寄せられました。この取組により多くの方々にこの表紙を
見て本報告書を読んでいただくことで、東海国立大学機構の教育や研究などを通じ
たさまざまな環境活動に興味を持っていただく機会となれば幸いです。今回ご応募
いただいた皆様と、公募の周知にご協力いただいた皆様に心より感謝申し上げます。

表紙作品の公募について

特任主幹 東　　貞男
設備課　課長 鈴木　律文
設備課　主幹 白井　隆司
設備課　課長補佐 野呂　雅幸
設備課　課長補佐 安江　朗人
設備課　電気第二係長 宮野　友彰
設備課　機械第二係長 谷口　孝之
環境安全課　課長 黒田　博一
環境安全課　主幹 近野　由貴
環境安全課　課長補佐 開本　　仁
環境安全課　課長補佐 松野　晃三
環境安全課　課長補佐 水谷　　聡
環境安全課　安全衛生係　主任 鈴木　昇治
環境安全課　安全衛生係 角谷　純子
環境安全課　安全衛生係 大橋　真紀子
環境安全課　環境安全係　係長 髙瀬　恵子
環境安全課　環境安全係　主任 水野　梨都美
環境安全課　環境安全係 淺井　晶子

東海国立大学機構　施設統括部
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